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慣用句的意味の成立要因について

伊藤 異

O.はじめに

慣用句を通常の語結合と区別する大きな特徴のひとつとして，噴用句が，そ

れぞれの構成要素本来の意味を組み合わせたものとは異なる，慣用匂独自の意

味をもっということを挙げることができる。この特徴は，一般に，イディオム

性(Idiomatizitat)と呼ばれ，慣用匂の重要な特徴のひとつに数えられているJ

すなわち慣用匂的な意味とは，ある語結合がテクストの中で表す特別な意味と

理解することができるD ところで慣用句的な意味と構成要素本来の意味との関

係に自を向けてみると，その関係は一定ではなしそれぞれの↑費用匂によって

様々である O 例えば以下の例を見てみよう O

( 1 ) (nicht) zu Stuhle kommen 

Im Unterschied zu der Fast-Euphorie der Besucher herrscht bei 

denen， die出ersiedelnwol1en， eine gedampfte Stimmung. Manchem， 

der sich spontan entschlossen hat，“weg zu machen"， kommen im 

Aufnahmelager erste Zweifel. "Unter ihnen sind viele Leute， die sich 

druben nicht zurechtgefunden haben"， sagt ein Mitarbeiter in Marien-

felde. "Und ich schatze， das sie auch hier nicht zu Stuhle kommen 

werden. Doch 1τ1ehr， als sie auf die Schwierigkeiten hinweisen， 

konnen wir nicht tun.“Als sehr problematisch erweist sich auch die 

Auszahlung des Begrusungsgeldes. 

Mannheimer Morgen， 11.11.1989， "¥iVeltwissen; Deutsch-deutsche 

Party 

上記のテクストの中で， ドイツ語慣用句(1) (nicht) zu Stuhle kommenは，

mit et初出 (nicht) J告げな ωerdenという意味を表すが， この慣用句の表す意
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味は，慣用匂を構成する要素の表す本来の意味「椅子のところに来る(来ないい

とは何ら関連性は認められない白すなわちこの慣用句の場合， t費用句的な意味
と構成要素の意味との間には，何ら連想関係が存在しないということができる。

このことは，次の日本語慣用句についても当てはまるD

( 2 )馬の骨

私が結婚したころ書いて，出しそびれたらしい母の手紙を見つけた。結

婚式の前夜 I私を捨てて男を取るのじ己泣いた激しい母は今，ベッド

に横たわったままである O どこの“馬の骨"ともわからぬ男が懸命に母

を介護しているのをわかっているのか，それも不明でドあるo私は馬の骨

に甘えて，最愛の母との摂りある日々を過ごしている O 新婚当時「忙し

くても玄関の明かりと出迎えが欲しいな」と言った夫の言葉の意味がわ

かった。明かりも馬の骨も温かくて優しい。

毎日新聞 1995.10.19 朝刊 19頁

上記のテクストの中で，日本語慣用句 γ馬の骨」は I家柄，生まれ育ちなど素

性のわからない者」を意味し，そのような者を見下げていう場合に用いられる

が，構成要素として用いられている「馬」や「骨」から?襲用句としての意味を

言語学的に導き出すのは容易ではない。このように，慣用句の表す意味と慣用

句の構成要素の意味との間に，何ら連想関係の認められないようなf貫用句は，

一般に，イディオム性の高い，あるいは完全にイディオム化した慣用句 (voll-

idiomatisierte Phraseologismen) と呼ばれる。

( 3) ein wandelndes Lexikon 

Roland Paul， der Volkskundler mit Leib und Seele， der hierzu viel 

zusammentrug， hat seinen Arbeitsplatz bei der Heimatkundestelle im 

west-pfalzischen Kaiserslautern， einer Einrichtung des Bezirksver-

bandes Pfalz， dessen Vorsitzender Oberburgermeister Dr. Werner 

Ludwig ist. Der 38j註hrigePaul ist ein "wandelndes Lexikon“， und die 

Amtsstuben im Benzinoring 6 entpuppen sich als wahre Fundgruben. 

(Mannheimer Morgen， 17.07.1989， Lokales) 
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( 4 )手を汚す

いくら義理があるといってもそんなことで苧を汚すこともあるまいに。

井上(1992)261真

上述の慣用句(1 )及び(2 )に対し，ドイツ語慣用匂(3 ) ein wandelndes Lexi-

konでは，慣用句の構成要素本来の意味「歩く事典Jから慣用句的な意味「非常

に広い知識を持っている，生き字ヲIJを，ある程度，推測することができる O
同様に日本語慣用句(4) r手を汚す」においても，構成要素の意味と慣用匂の

表す意味「好ましくないこと，つまらないことを直接自分が行う Jとの間には，

何らかの連想関係を認めることが可能であるJこのように，構成要素本来の意

味と慣用匂的な意味との間に関連性を認めることができるような慣用匂は，イ

ディオム性の低い，あるいは部分的にイディオム化した慣用句

(teilidiomatisierte Phraseologismen) と見なされる G

上述のように，慣用句的な意味と構成要素本来の意味との関連性については，

さまざまな段階を設定することができるが，このイディオム性の程度を決定す

るための客観的な基準を設けるのは容易なことではない。慣用匂的な意味と構

成要素本来の意味とのあいだに何らかの関連性が存在するか，あるいは関連性

が存在する場合，その関連性がどの程度のものであるかを判断するには，ある

程度，主観に頼らざるを得ないことも厳然たる事実である。従って，イディオ

ム性という特徴は，個々の慣用匂において絶対的な特徴ではなしあくまでも

他の慣用匂との比較から判断される，相対的な特徴と理解する必要がある。3

本論では，慣用句の表す意味について考察するが，慣用匂の意味と構成要素

本来の意味との関連性の程度を判断する基準を設けることが考察の中心に置か

れるのではなく，慣用句的な意味が成立する過程，また，慣用匂的意味の成立

にはどのような要因が関与しているかに主眼を置いて検討することにしたい。

1 .慣用句的な意味の成立要因

l ‘l 構成要素の比喰性

J讃用匂としての意味を成立させている要因を検討してみよう。

( 5) die richtige N ase haben 

Einige DDR-Familien， die nicht in die bundesdeutsche Botschaft in 
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明Tarschau gefluchtet waren， sind noch in Polen in den Zug nach 

Helmstedt eingestiegen. Es habe sich um Leute gehandelt， "die offen-

bar die richtige Nase fur Kurs und Zeit hatten'¥sagte der Staatssek-

retむ imAusw註rtigenAmt， ]urgen Sudhoff， gestern abend in Helm-

stedt. Beim Durchqueren der DDR hat es entlang der Strecke 

Sympathiebekundungen von DDR-Burgern gegeben. 

(Mannheimer Morgen， 02. 10. 1989， Politik) 

上記の慣用句dierichtige N ase habenは，テクストの中でetωαsricht恕voraus-

seh仰 ) aus)匂di注 machenという意味を表しているが，この1費用匂の意味は，
もっぱら構成要素である名詞Naseの比目前的な意味から生じていると考えるこ

とができる。というのは，この慣用句の構成要素である動詞habenは，上記のテ

クストからも明らかなように，動詞habenの本来の意味をそのまま示しており，

慣用句としての意味の中で中核的な意味的機能を果たしているとは考えにく

い。このことから， die richtige N ase habenという慣用句の表す意味において

は，名詞Naseの表す比稔的な意味及び形容詞であるrichtigが中心的な役割を果

たしていると考えることができる O この慣用句では， Naseは rあることを正確

に見極めることができる能力をもっ部分j という比端的意味を表していると考

えることカヨで、きる O

中核的な構成要素の比喰的な意味に基づいて'農用句の意味が生じている例

は，日本語慣用匂にも認められる。

( 6 )鼻が利く

彼は鼻IJ.... 符〈ので，彼の前では商談をするのはやめておこう口

集英社(1991)307貰

この呂本語慣用句は， ドイツ語慣用匂と何様に r鼻」という構成要素をもつも

のであるが，慣用句の表す意味も「隠し事などを鋭く感じ取る，利益の得られ

そうなことに敏感であるJ という類似した意味を表している O この日本語慣用

句においても，構成要素である「鼻」が，慣用匂の表す意味の中で中心的な役

割を果たしており，ここでも鼻は rある事柄を敏感に感じ取る器宮」という比

機性を示しているといえる D
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( 7 )腕を競う

フジの人気深夜番組「料理の鉄人Jが，中華料理の本場・香港へ“出張"。

鉄人道場六三郎らが現地の名人と腕を競った。この模様は三十一日午後

九時三分から十一時三十七分まで特番「完全なる料理の鉄人香港決戦J

としてゴールデン枠で放送される。

毎日新関 1995.3.31 朝刊 29頁

この日本語慣用句は， γ自分のもつ能力や技能を競い合う J を意味しているが，

f腕Jを構成要素にもつ慣用句として，上記の「腕を競う J以外にも r腕が上

がるJ (技量の程度が今までよりいっそう高くなる)， r腕をふるう J (何かをす

る際に，身につけた能力・技術を存分に発揮する)， r腕が利く J (何かに優れた

技術を発揮することができる)， r腕を磨く」などがある O これらの慣用匂の表

す意味と，構成要素との関係から，↑費用句の表す意味の中で中核的な役割を果

たしているのはγ腕Jという構成要素であり，しかも上記の慣用句の中で r腕」

という構成要素は「技術・技量」という共通する比喰的意味を示していると考

えることができるo

ところで，慣用句の主要な構成要素である名詞の比轍性により慣用句的な意

味が生じていると考えられる場合，慣用匂の構成要素である動認は，一般に，

ドイツ語慣用句の場合には， sein， haben， kommen， bringenなどが多く認め

られる D これらの動認は，慣用匂の表す意味の中で意味的に中核的な機能を果

たしているのではなしもっぱら文法的な機能を果たしているといえる。また，

構成要素である名詞がどのような比喰的意味を表すかは，それぞれの言語の民

俗的・文化的影響を少なからず受けている場合が多い。日本語とドイツ語とい

う，歴史的・文化的に大きく異なる発展段階を経てきた言語では，名認の比論

的意味についても大きな違いのあることは容易に想像される。その一方で，上

述の'慎用句以外にも，両言語の間に構成要素の比機性に関しである種の類似性

の認められる場合があるD

( 8) ein junges Blut 

Binnen weniger Monate hat er erstaunlich gut Deutsch gelernt， auch 

wenn er die Beantwortung von Fragen weitgehend seinen Vorstands-

kol1egen uberlies. Insgesamt kommt mehr junges B/ut in die Fuh-

rungsriege， sie vermittelt nicht mehr so sehr den Eindrucl王 einer
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"Al therrenriege“wie in fr日herenJ ahren. Die Zufriedenheit der Kun圃

den nannte Hughes als wichtigstes strategisches Ziel in den 90er 

Jahren. 

(Mannheimer Morgen， 21.06.1989， Wirtschaft) 

( 9 )新しい血を入れる

米UBS証券のアナリストヲチャック@ブラッドフォード氏は「鉄鋼業

界は，米国産業界の中でも新Lいi血が入っていない深刻な業界の一つJ

と分析，これまでリクルート活動をしてこなかったツケが回ってきたと

している O 米国鉄鋼業界と多角的に手を結んでいる日本の鉄鋼業界も事

情は同じ。「鉄は熱いうちに打てJ とはいかないようだ。

毎日新聞社 1996.8.26 朝刊 8頁

上記のテクストから慣用匂(7 )，及び(8 )は「新しい人材j を意味していると

考えられる O このことから構成要素であるBlut，r血Jはこれらの慣用句では「人

間@人物j を意味していると考えることができょう O

(10) kaltes Blut bewahren 

Balladur， der die schwere Verantwortung fur eine Gatt-Krise im 

eigenen Land tragen muste， soIlten die europaisch-amerikanischen 

Verhandlungen trotz gegenteiIiger Pariser Interessen an Frankreich 

scheitern， war nicht weniger fest. "Wenn sich nichts auf amerikani-

scher Seite bewegt，" sagte er， "wird es kein Einverstandnis Frank嗣

reichs geben， das ist vollig klar. Mir ist ein Abkommen lieber als kein 

Abkommen， aber nicht um jeden Preis. "Beim bilateralen Bonner 

Gipfel， an dem Mitterrand， Balladur und eine ganze Reihe von 

Ministern teilnehmen werden， wollen die Franzosen ihre Mahnung 

wiederholen: "Wir mussen kaltes B/ut bewahren.“Sie werden dem 

Bundeskanzler wahrscheinlich auch sagen， was sie zur Zeit in Paris 

streuen lassen: "Wir hoffen auf Fortschritte -wir sind nicht optimis-

tisch， aber wir sind auch nicht pessimistisch." 

(Man叶leimerMorgen，? 11. 1994， Wirtschaft) 
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(11)冷血である

被害者の患者(血友病患者)たちは，いま五日に一人ずつ死んでいる。

いつまでも争い続けていると，原告団は全員死に絶えてしまう宿命にあ

る。そのため不本意な和解を余儀なくされているのである D 殺人行為を

謝罪もせずに，全員死滅を待望している製薬会社と厚生宮僚は，蘇原彰

晃被告以上の「冷血J であろう O

毎日新聞 1995.11.6. 夕刊 6頁

上に挙げた慣用匂はテクストの中で，それぞれ(10)leid仰 schaftlic九 sehr 

temμramentvoll sein， (11) r冷淡，冷酷であるJ を意味している D 上記のJ讃m
句においても構成要素「血」が中核的な意味機能を果たしていると考えること

ができる O しかもこれらの慣用句の場合には， Blut r IIllJという構成要素は「感

靖を表す器官J という比喰性を認めることができ，この比喰性は， ドイツ認と

日本語の慣用勾において共通して認められる O

1.2 慣用勾の具象性

慣用句の表す意味は，構成要素の比喰性だけではなく，慣用匂の具象性によっ

ても作り出される。具象性とは，一般に，慣用句の構成要素が表す文字通りの

意味によって示される事柄と理解される口

(12) grose Augen machen 

(13) Augen zudrucken 

(14) die N ase hoch tragen 

(15) seine N ase in etwas hineinstecken 

(16) Elefant im Porzel1anladen 

(17) ins羽Tasser fal1en 

(18) 自を丸くする

(19) 自をつぶる

(20)鼻を高くする

(21)昔を突っ込む

(22)水泡に帰す

(23)顔をほころばせる
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例えばドイツ語慣用匂(12)grose Augen machenは r大きな自を作るJ とい

う具象性を示しており，この具象牲に基づいて慣用句的な意味 staunen，sich 

ωuηdernが生じていると考えることができる O これは驚いたときに目が通常よ

りも大きく見開くということと関係していると思われるが，このドイツ語慣用

には日本語慣用匂(18) r Elを丸くするj が対応している。(18)の具象性にお

いても「自の形を変化させるJ ことが問題になっており，この具象性から慣用

句的な意味「び、っくりして自を大きく見開く」が導き出されているのであるD

このように(12)と(18)は r呂の形を変化させるJという共通する具象性を示し

ており，しかも慣用句の表す意味も同じである。このf員用句では，構成要素で

あるAugen，r呂」が慣用句の表す意味の中で中心的な役割を果たしていると考

えられるが， この場合には，構成要素Augen，r自Jの表す上七日命的な意味により

慣用匂的な意味が生じていると言うよりも潰用句の表す具象性により慣用句

としての意味が導き出されていると考えることができる o

ドイツ語慣用句(13)Augen zudruckenと日本語慣用句(19)r呂をつぶる」に

ついても， r Elの状態を変化させる(つぶるわという具象性により，慣用匂的

な意味「過失や欠点に気がついても黙って見逃すJ が生じていると考えること

ができるO この場合も，構成要素Augen，r呂」の比轍性というよりは，具象性

が慣用句的な意味を形成する際に，中核的な役割を果たしていると考えられる。

さらにドイツ語慣用句(14)die N ase hoch tragenと日本語慣用句(20)r鼻を

高くする」についても，用いられている構成要素及び具象性において日独慣用

句の間に対応関係が認められる O この場合は r鼻の形状を変化させる(高くす

るんことから「面自を施すようなことをして得意になる」という意味が派生さ

れていると考えられる口

一方， ドイツ語慣用匂(15)seine N ase in etv.ras hineinsteckenと日本語慣用

句(21)r首を突っ込むJ は共に「興味や関心を抱いてそのことに関係したり仲

間に加わったりするJ を意味し，慣用匂の表す意味は共通しているが，具象性

には違いが認められる o tl/Jち用いられている構成要素が異なっているのであ

る日本語「首J， ドイツ語Naser鼻J)o しかしながら γ苦」と「鼻」は， ど

ちらも身体部位であわ「身体部位をある状態にする」という比較的広い具象性

を設定すれば，日独慣用句は具象性においても共通することになるD また， ド

イツ語慣用匂(17)ins Wasser fallenと日本語'慣用句(22)r水泡に帰すJ につい

ても，具象性及び慣用句の表す意味どちらについても共通している。この場合

も慣用勾的な意味にはWasser，r水泡」という構成要素の比端的意味ではなく，
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1費用句の具象性「水の中に落ちるJ が関与していると考えられるO
ドイツ語f賞用匂(16) Elefant im Porzellanladenについても，構成要素

Elefant r象(図体の大きいもの)j とPorzellanladenr陶磁器j苫(壊れやすいも

のがたくさん並べられている場所)jが表す具象性「陶磁器j苫の中の象J から，

慣用匂としての意味durchUngeschl:cklichkeit Unheil anrichtenが生じている

としユえる O

以上のように，慣用句としての意味を生じさせている要因として，構成要素

の比喰的意味と並んでト，慣用句の具象性を挙げることができょう O

1.3 構成要素の比轍性と異象性

慣用句的な意味を成立させ石要因として，構成要素の比11命性と慣用句の具象

性の両者が関与している場合がある O

(24)尻尾をつかむ

いつもうまく逃げられてはいるが，今度という今度は彼の尻尾をつかん

でやるぞ。

井上 (1992)307頁

(25)尻尾を出す

響察の根気よい追及によって，犯人もとうとう尻尾を出 LたD

井上 (1992)414頁

上に挙げたテクストの中でこれらの慣用匂は，それぞれγ尻尾をつかむJ (隠

し事やごまかし，悪事などが何かの拍子に見破られる)， ，-尻尾を出すj (動かぬ

証拠を押さえて他人の秘密や糖、し事を見破る)を意味しているD これらの慣用

句では r尻尾」という構成要素が↑票用匂の中で中心的な位置を占めているとい

え，慣用句の表す意味と構成要素との関係から，構成要素である「尻尾」に「偲

し事，悪事j というひとつの比職的意味を設定することができる。しかしなが

らこの慣用句では r尻尾」の比日命的な意味だけから慣用句の表す意味が生じて

いるのではなく rつかむj，r出す」という動詞も慣用匂の表す意味の中で重要

な役割を演じている O このことは r尻尾Jだけの意味では上記の慣用句の意味

を導き出すことができないということからも確認できる O このことから，これ

らの慣用句では具象性も慣用句の意味に深く関与していると考えることができ
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る。例えば (24)では「尻尾(悪事)をつかむJ，(25)では「尻尾(悪事)を

出す」とし寸呉象性を設定することができょう D 即ち上記の慣用匂では，構成

要素の比u命的な意味と 2慣用句の具象性の両者が関与して慣用句的な意味を成立

させていると考えることができるのである口

(26) Schuppen von den Augen fallen 

Papst Hadrian war Realist genug， die Chancen dieser Begegnung 

richtig zu beurteilen， und so erschien， ausgrechnet zu den Ostertagen， 

eine koniglich-papstliche Gesandtschaft in Regensburg， um den 

Herzog an den Vasalleneid zu erinnern， den er Pippin und seinen 

Sohnen als Funfzehnjahriger im Wald von Compiegne geschworen 

hatte. Tassilo mus es wie Schuppen von den Augen gefallen sein. Da 

er aber den Bann des Papstes furchtete， versprach er， sich im Herbst 

auf dem Reichstag in W orms einzufinden und seinen Eid zu erneuern. 

POERTNER， DiE ERBEN ROMS， Roman. Econ Verlag， Dusseldorf， 

1964， 41.-70. Tausend (1965)， S. 320 

(27) 白から鱗が落ちる

...徳之島のハプセンター調べによると，この島で，過去五年間にハブに

かまれた人は，九百五十九人(死者二人)いますが，被害者のうち約五

六%は，農作業や歩行中の人。ということは，過半数が白中に襲われて

いる O 本来なら，ハプがそのへんをニョロニョロしている時間じゃない

のに，ナゼだろうと，向センタ一代表の高橋弘忠さんに間くと，言下に

いわれました。

rそりゃ，人間が行くからですよJ

これでEから鮮が薄ちたのです。人間はハブがJ怖いから，夜の草原な

んかへは入らない。そのかわり，日中は「こっちの天下j とばかり，ず

かずかとそのすみかへ踏み込んでいって，だからハプも自衛上，ガプリ

とやってしまう o

毎日新開 1993.11.11. 夕刊 7頁

最後に，聖書に起源をもっ上記の日独慣用句 (26)及び (27)について検討

してみよう口これらの慣用匂は，テクストの中で「解けずに悩んでいた問題を
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解決する糸口が，ふとしたきっかけでっかめること」を意味している O ここで

は構成要素と慣用句の表す意味との関係からSchuppenr鱗」を「見ることの邪

魔をするもの」ととらえ，この構成要素に「問題の解決を阻んでいた原因」と

いうような比端的な意味を設定することも可能でトあろう。しかしこの場合も，

Schuppen r鱗」の比翰的な意味だけから慣用句全体の表す意味が生じているの

ではなしそのような「見ることの邪魔をしていたものが白から落ちることに

より，よく見えるようになるJ という具象性もf費用句的な意味を成立させるた

めの重要な要素と見なすことができるのであるO 従って，この慣用句も構成要

素の比喰性と呉象性の両者が慣用句的な意味の成立要因となっていると考える

ことができる。

2.結び

本論では，慣用句的な意味が成立する要因として，慣用句の構成要素として

用いられている要素の比端的意味が慣用句的な意味の中核的役割を果たしてい

る場合，慣用句の具象性に基づいてt費用句としての意味が生じている場合，さ
らに構成要素の比喰的意味と慣用句の具象性というふたつの要因が関与してい

る場合を，いくつかの日独慣用句を用いて検討した。これらのうち，どの要尽

に基づいて個々の慣用句の意味が生じているかを明確に判断することが容易で

はない場合も少なくない。しかしながら，構成要素の比喰性と慣用句の具象性

が↑費用句的な意味を成立させる際に深く関与しており，程度の差はあれ，これ

らの要因が何らかの形で慣用句的な意味の成立に影響していると考えられる O

註

1 .慣用匂を通常の語結合と区別する特徴としては，イディオム性の他に安定性

(Stabilitat) ，再生産性(Reproduzierbar kei t)があるが，これらの特徴につい

て，本論で詳細に論じる余絡はない。慣用匂のもつ特徴及びその問題点、につい

て，詳しくは，伊藤員(1997)参照。

2. この日本語慣用句と同じ構成要素をもっドイツ語慣用匂として， schmutzige 
Hand habenを挙げることができる。このドイツ語↑貰用匂はsichetωas haben 
zuschulden kommen lassenを意味し，日本語慣用句「手を汚す」と類似した意
味を表している O このように両言語の慣用句のあいだ、には，構成要素及び意味

の聞に対応関係が認められるものも少なくない。

3.従来の研究では，慣用句の意味と構成要素の意味との関に，何ら関連性の認め
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られないものはvoJ1jdi oma tisch，両者の聞に何らかの連想関係の認められるも
のはteilidiomatischと呼ばれ，ある程度区別されてはいる O しかしながら慣用句
の中で多数を占めているteilidiomatischなものについて，関連性の程度に応じ
た細分化はなされていない。それは細分化のための客観的な基準の設定が図難

であることによる。最近では， teilidiomatischな慣用句同士のみならず， voll-
idiomatischな慣用句とteilidiomatischな慣用句についても厳密な境界づけを
行うことは不可能であるという立場から，慣用句という類の中心に位置するイ

ディオム性の高い慣用句からその周辺に位置するイディオム性の比較的低い慣

用句が放射状に明確な境界線なしに分布していると理解されている。
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